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渡
辺

し
ょ
う

議
員（
市
フ
ォ
）

　
「
新
府
中
市
史
」
を
制
作

す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は
。

市
長
　
市
制
施
行

60
周
年
を
迎
え
た

平
成
26
年
、
前
回

の
市
史
刊
行
か
ら

40
年
が
経
過
す
る

間
に
武
蔵
国
府
の

解
明
な
ど
多
数
の

新
発
見
が
あ
っ
た

た
め
、
10
年
後
の

完
成
を
目
指
し
て

着
手
し
た
。
今
後
、

山
本

真
実

議
員（
自
由
）　

直
近
の
衆
議
院
議
員
選
挙
小

選
挙
区
の
投
票
率
は
、
全
国

で
53
・
85
％
と
戦
後
３
番
目

に
低
い
。
こ
れ
は
市
政
へ
の

関
心
度
の
低
さ
と
も
受
け
取

れ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

　
若
年
層
の
選
挙
へ
の
関
心

の
低
さ
が
課
題
で
あ
る
。
ま

た
、
立
候
補
者
の
訴
え
と
有

権
者
の
思
い
に
乖か

い

離
が
あ
り
、

政
治
・
選
挙
離
れ
が
進
ん
で

い
る
と
の
考
え
も
あ
る
。

議
員
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投

票
は
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技

術
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
安
全
な
運
用
で
実
現
可
能

と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

に
し
み
や 

幸
一 

議
員（
市
フ
ォ
）

　
本
市
は
全
国
で
も
早
期
に

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
を
導
入
し
た
が
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
尊
重
を

図
り
多
様
性
社
会
を
推
進
す

る
こ
と
に
関
す
る
、
市
の
基

本
姿
勢
や
決
意
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

奈
良
﨑

久
和

議
員（
公
明
）

　
本
市
の
学
校
施
設
は
、
市

学
校
施
設
改
築
・
長
寿
命
化

改
修
計
画
に
よ
り
改
築
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
学
校
老

朽
化
対
策
や
小
規
模
校
の
統

市
民
が
郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、

次
世
代
に
魅
力
を
伝
え
る
一

助
と
な
る
よ
う
周
知
活
動
等

に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
今
後
の
新
市
史
の
活

用
計
画
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
小
学

校
の
社
会
科
副
読
本
に
新
市

史
関
連
ペ
ー
ジ
を
載
せ
郷
土

学
習
に
活
用
す
る
ほ
か
、
授

業
で
活
用
し
や
す
く
す
る
た

め
の
デ
ジ
タ
ル
版
資
料
の
作

成
等
を
行
う
。
ま
た
、
簡
易

に
全
体
像
を
示
す
ダ
イ
ジ
ェ

ス
ト
版
の
刊
行
も
検
討
す
る
。

か
ら
さ
わ 

地
平 

議
員（
共
産
）

　
市
が
行
う
奨
学
資
金
貸
付

事
業
は
、
毎
年
予
算
が
減
り

続
け
て
お
り
、
そ
れ
で
も
不

用
額
が
生
じ
て
い
る
と
聞
く

が
、
当
該
事
業
の
予
算
額
が

減
少
し
て
き
た
理
由
は
。

教
育
部
長
　
国
や
都
の
修
学

に
係
る
支
援
制
度
が
充
実
し

て
き
た
こ
と
に
伴
う
、
利
用

者
の
減
少
傾
向
に
よ
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。

議
員
　
市
で
現

在
実
施
し
て
い

る
奨
学
金
事
業

の
対
象
を
拡
大

し
た
り
、
他
自

治
体
が
創
設
を

表
明
し
た
、
所

得
制
限
の
な
い

給
付
型
奨
学
金

の
よ
う
な
新
し

い
制
度
を
作
っ

奥
村

さ
ち
子

議
員（
ネ
ッ
ト
）

　
妊
娠
葛
藤
に
つ
い
て
、
市

の
認
識
は
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
妊
娠
し

た
事
実
を
相
談
で
き
な
い
悩

み
の
み
な
ら
ず
、
出
産
後
の

経
済
的
不
安
や
予
定
外
の
妊

娠
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
家
族
の

希
望
を
優
先
し
た
妊
娠
の
た

め
、
気
持
ち
の
整
理
が
つ
か

な
い
ま
ま
出
産
を
迎
え
る
な

ど
、
妊
娠
の
全
期
間
に
お
い

て
様
々
な
葛
藤
が
あ
り
、
深

刻
な
問
題
を
は
ら
む
も
の
も

多
い
と
認
識
し
て
い
る
。

竹
内

祐
子

議
員（
共
産
）　

令
和
５
年
に
開
催
さ
れ
た
市

環
境
美
化
推
進
委
員
会
に
お

け
る
議
論
及
び
そ
の
後
の
議

会
へ
の
報
告
で
は
、
市
ま
ち

の
環
境
美
化
条
例
に
基
づ
く

過
料
徴
収
に
つ
い
て
、
主
と

し
て
喫
煙
禁
止
路
線
で
の
路

上
喫
煙
行
為
に
適
用
す
る
と

し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、

６
年
12
月
に
始
ま
る
過
料
徴

収
は
、
落
書
き
な
ど
当
該
条

例
上
の
他
の
禁
止
行
為
に
も

適
用
さ
れ
る
と
聞
く
。
そ
こ

で
、
こ
の
適
用
範
囲
変
更
の

経
緯
を
聞
き
た
い
。

生
活
環
境
部
長
　
路
上
喫
煙

の
み
を
対
象
と
す
る
と
、
他

の
禁
止
行
為
と
整
合
性
が
取

れ
な
い
た
め
、
改
め
て
市
と

し
て
決
め
た
も
の
で
あ
る
。

議
員
　
喫
煙
禁
止
路
線
の
罰

則
強
化
が
目
的
な
ら
ば
、
条

例
を
改
正
し
て
対
応
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
か
。

生
活
環
境
部
長
　
既
存
の
枠

組
み
を
使
え
る
と
判
断
し
、

規
則
改
正
で
対
応
し
た
。

他 

児
童
虐
待
防
止
と
あ
ら
ゆ
る

暴
力
の
根
絶
を
求
め
て

野
口

な
か
お

議
員（
れ
仲
）

　
市
民
約
26
万
人
の
う
ち
の

57
％
、
約
15
万
人
い
る
と
考

え
ら
れ
る
、
18
歳
か
ら
64
歳

ま
で
の
働
く
世
代
の
ほ
と
ん

ど
の
人
は
、
直
接
的
な
支
援

か
ら
漏
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
市
民
に
も
分
け
隔
て
の
な

い
支
援
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
思
う
が
、
市
の
認

識
は
。
ま
た
、
過
去
に
こ
の

世
代
を
対
象
に
し
た
支
援
や

施
策
は
あ
っ
た
か
。

政
策
経
営
部
長
　
地
方
自
治

体
と
し
て
一
般
廃
棄
物
の
収

集
・
処
理
や
災
害
時
の
体
制

整
備
な
ど
全
市
民
を
対
象
と

し
た
業
務
を
担
っ
て
い
る
が
、

年
齢
の
み
が
要
件
の
支
援
等

を
実
施
し
た
例
は
な
い
。

議
員
　
近
年
物
価
高
騰
や
不

況
が
続
く
中
、
こ
の
約
15
万

人
を
対
象
に
３
０
０
０
円
の

商
品
券
を
給
付
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
市
は
ど
う
思
う
か
。

政
策
経
営
部
長
　
物
価
高
騰

対
策
等
の
検
討
の
際
に
参
考

と
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

他 

府
中
の
森
公
園
に
あ
る
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
に
つ
い
て

議
員
　
自
分
自
身
と
相
手
を

大
切
に
す
る
性
教
育
の
重
要

性
が
問
わ
れ
て
い
る
中
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
「
み
ら
い
」
で
行
っ
て
い

る
性
教
育
講
座
に
参
加
し
た

児
童
・
生
徒
か
ら
は
ど
の
よ

う
な
感
想
が
あ
っ
た
の
か
。

子
ど
も
家
庭
部
長
　
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の

暴
力
に
は
多
く
の
種
類
が
あ

る
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
自

分
の
気
持
ち
を
相
手
に
伝
え

る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
っ
た
」

等
の
回
答
が
あ
っ
た
。

他 

ト
ッ
プ
チ
ー
ム
等
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
Ｆ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
Ｕ
―

Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｔ
」
の
取
組
に
つ
い
て
●

公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組

に
つ
い
て

た
り
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
部
長
　
国
や
都
の
制
度

の
利
用
に
よ
り
需
要
が
満
た

さ
れ
つ
つ
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
、
市
の
奨
学
金
制
度
の
在

り
方
は
見
直
し
が
必
要
な
時

期
に
来
て
い
る
と
考
え
る
。

他 

公
園
な
ど
屋
外
施
設
に
お
い

て
「

受
動
喫
煙
」
を
防
ぐ
市
の

取
組
に
つ
い
て
●

現
行
保
険
証

の
新
規
発
行
停
止
に
伴
う
影
響

と
対
応
に
つ
い
て

　
実
現
す
れ
ば
有
権
者
や
投

開
票
事
務
従
事
者
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
が
、
技
術
的
な

課
題
等
も
多
く
現
段
階
で
は

導
入
の
考
え
は
な
い
。
今
後

は
国
の
動
向
を
見
極
め
、
先

進
事
例
等
を
研
究
し
て
い
く
。

他 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
マ

イ
ナ
保
険
証
に
関
し
て

に
対
す
る
差
別
や
偏
見
は
重

大
な
人
権
問
題
で
あ
り
、
決

し
て
容
認
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
は
な
い
。
今
後
も
正
し
い

知
識
を
広
め
、
差
別
等
の
な

い
多
様
性
と
包
摂
性
の
あ
る

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
各

種
施
策
を
進
め
て
い
く
。

議
員
　
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

の
方
々
に
寄
り
添
う
施
策
の

持
続
的
展
開
を
、
ど
の
よ
う

に
担
保
し
て
い
く
の
か
。

市
民
協
働
推
進
部
長
　
第
７

次
府
中
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
に
、
当
事
者
が
抱
え

る
困
難
等
の
解
消
や
理
解
促

進
の
取
組
を
記
載
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
策
定
中
の
第

７
次
府
中
市
男
女
共
同
参
画

計
画
に
も
理
解
促
進
等
を
掲

げ
て
取
組
を
推
進
し
て
い
く
。

合
は
、
な
お
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
現
時
点
で

の
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

教
育
長
　
学
校
改
築
の
具
体

的
な
方
策
等
の
見
直
し
、
学

校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置

に
対
応
す
る
た
め
、
当
該
計

画
を
改
定
し
令
和
７
年
度
か

ら
新
た
な
計
画
に
沿
っ
て
事

業
を
迅
速
・
着
実
に
進
め
る
。

議
員
　
小
規
模
校
の
統
合
に

向
け
た
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

教
育
部
長
　
市
学
校
適
正
規

模
・
適
正
配
置
検
討
協
議
会

の
答
申
に
は
、
子
ど
も
の
通

学
距
離
へ
の
配
慮
と
し
て
例

え
ば
中
学
校
で
は
適
地
に
新

た
な
学
校
敷
地
の
確
保
も
検

討
す
る
こ
と
や
、
児
童
・
生

徒
の
新
た
な
人
間
関
係
構
築

に
向
け
た
準
備
等
が
示
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ら
の
内
容
を

踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

妊

娠

葛

藤

に

つ

い

て

の

市

の

認

識

は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
導
入

市

の

考

え

は

奨
学
金
事
業
の
対
象
を
拡
大
し
た
り

所
得
制
限
の
な
い
給
付
型
奨
学
金
の
よ
う
な

新
し
い
制
度
を
作
っ
た
り
す
る
考
え
は
あ
る
か

妊
娠
の
全
期
間
で
様
々
な
葛
藤
が
あ
り

深
刻
な
問
題
を
は
ら
む
も
の
も
多
い
と

認

識

し

て

い

る

現
段
階
で
は
導
入
の
考
え
は
な
い
が

今

後

は

国

の

動

向

を

見

極

め

先

進

事

例

等

を

研

究

し

て

い

く

市
の
奨
学
金
制
度
の
在
り
方
は
見
直
し
が

必
要
な
時
期
に
来
て
い
る
と
考
え
る

「 新 府 中 市 史 」
今後の活用計画は

過去に１８歳から６４歳までの世代の
人 々 を 対 象 と し た
支 援 や 施 策 は あ っ た か

性的マイノリティの人権尊重を図り
多様性社会を推進することに関する
市 の 基 本 姿 勢 や 決 意 は

学校老朽化対策や小規模校の統合は
な お 喫 緊 の 課 題 で あ る が
現時点での教育委員会の見解は

市 ま ち の 環 境 美 化 条 例
過料徴収の適用範囲を当初議論した
路上喫煙行為以外にも広げた理由は

小 学 校 の 社 会 科 副 読 本 に
関 連 ペ ー ジ を 載 せ る ほ か
ダイジェスト版の作成も検討していく

その年齢のみが要件の
支援等を実施した例はない

差別等のない多様性と包摂性のある
社 会 の 実 現 に 向 け て
各 種 施 策 を 進 め て い く

令 和 ７ 年 度 か ら
新 た な 計 画 に 沿 っ て
事業を迅速・着実に進める

他の禁止行為との整合性を考慮し
改めて市として決めたものである

　▲ 新府中市史刊行記念パネル展
を実施しました

▲ 市内の学校での模擬選挙の様子


